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３. 造山古墳と周辺古墳群の円筒埴輪にみられる畿内との関係
はじめに
　造山古墳ではこれまで発掘調査は実施されておらず、造山古墳の埴輪の研究は表採資料を対象に行
われてきた。その一方、造山古墳の周辺に点在する古墳群では、造山２号、造山４号墳などのほか、
造山古墳を囲む丘陵上の小古墳群の発掘調査が行われ、その様相が次第に明らかになりはじめてきた。
このような状況のもと、今回のプロジェクトにおいて墳丘外周の部分とはいえ、発掘調査が実施され、
わずかながらでも発掘調査による資料が得られたことは造山古墳の埴輪の様相を明らかにするうえで
重要な成果といえよう。
　ここではこれまでに公表されてきた造山古墳の表採資料と周辺古墳群の資料の特徴を整理し、円筒
埴輪と関連する資料についてまとめておきたい。
⑴　造山古墳と周辺古墳の円筒埴輪
１　造山古墳の円筒埴輪
　造山古墳表採埴輪の主な報告資料には、春成秀爾（春成1983）、西川宏（西川1986）のものがある。
その中で報告された円筒埴輪資料は基底部や筒部の破片であり、口縁部はない。口縁部については筆
者による資料報告がある（野崎2000）。
　これまでに報告された資料の概要をまとめると、外面調整は主にＢ種ヨコハケであり、Ａ種ヨコハ
ケ、Ｃ種ヨコハケのものも存在する。焼成は黒斑を有し、野焼きと考えられるもの、堅緻で黒斑がみ
られず、窖窯で焼成されたと考えられるものが共存する。口縁部の資料は１例のみであり、全体をう
かがいしることはできないが、口縁部に幅約２㎝の突帯をめぐらせるものであり、大型の円筒埴輪の
ものとみられる。今回のプロジェクトによる発掘調査では、口縁部に突帯をめぐらせる資料が出土し
ており、この種の円筒埴輪が造山古墳に樹立されていたことを補強する成果が得られている。
　造山古墳以前の吉備地域における円筒埴輪は、外面調整がタテハケによるもので、黒斑を有する野
焼き焼成と考えられるものであり、造山古墳の埴輪にみられるＢ種ヨコハケや窖窯焼成の埴輪はそれ
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図３.１　造山古墳表採資料
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までの吉備の埴輪生産とは異なる系譜上におくことができる。蓋形埴輪の製作技法では、造山古墳に
おける埴輪の生産技術は畿内、とりわけ古市古墳群からもたらされた可能性が高いことが指摘されて
いる（松木1994）。
２　周辺古墳の円筒埴輪の様相
　造山古墳の周辺には古墳時代中期に位置づけられる古墳が多く所在しており、それらにも円筒埴輪
や埴輪棺が用いられている。それらの特徴をまとめたのが表３.１である。
　形態的な特徴では口縁部突帯を有する資料の存在が注目される。吉備地域において口縁部に突帯を
めぐらせるものは造山古墳のほか、小造山古墳、前池内８号墳、甫崎天神山６号墳があり、前池内８
号墳、甫崎天神山６号墳のものは特製棺である。口縁部突帯を有する資料の分布は造山古墳の周辺の
非常に限られた範囲であり、この地域に特徴的なものといえる。また、これらが生産された時期につ
いてみてみると、造山古墳が最も古く、小造山古墳が最も新しいものであり、まとまった時期の所産
であることも指摘できる。このような限定的な分布をみせる口縁部突帯を有する資料が、造山古墳と
小造山古墳の間に位置づけられる作山古墳、作山古墳に後続する宿寺山古墳においては未だ確認され
ていないことには注意が必要である。備中南部の吉備中枢とされる地域では、口縁部突帯を有する資
料は造山古墳の所在する東半の群に限られ、作山古墳の所在する西半の群にはみられないのである。
　安川満は、造山古墳の南西に点在する造山２号墳や榊山古墳の細部まで酷似する３条４段の円筒埴
輪と作山古墳の円筒埴輪の特徴が類似するとし、埴輪の一部は同一工房から供給されたものを含むと
考える（安川2000）。
１. 造山古墳　２. 作山古墳　３. 小造山古墳　４. 折敷山古墳　５. 前池内８号墳
６. 甫崎天神山６号墳　７. 半俵３号墳　８. 道金山　９. 小山ヶ谷古墳　10. 西山26号墳
（S＝1/50,000）
図３.２　造山・作山古墳と周辺の関連古墳
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　そこで法量の計測が可能な資料が一定数報告されている造山２号墳と作山古墳の円筒埴輪の底部資
料について、底部径および底部高の関係をグラフに示した。
　これをみると、造山２号墳の資料は底部径21～26㎝、底部高13～15㎝の幅におさまり、高い規格性
を有するのに対し、作山古墳の資料では、底部径25㎝前後、底部高11㎝前後のもの、底部高はやや幅
があるものの、底部径30～35㎝前後のもの、底部径25～28㎝前後、底部高17㎝前後のものという３群
に分けることが可能である。径と高さの関係は器形を反映したものであり、作山古墳では径の大小に
よって大型円筒埴輪、小型円筒埴輪が作り分けられていること、小型円筒埴輪では、底部高の高い細
身のプロポーションのものと、底部高の低いものが作り分けられていることが読み取れる。底部高の
違いを埴輪群の系譜の差と考える意見もある（上田2003）。
造山古墳
（突帯は推定）
小造山古墳
前池内８号墳 甫崎天神山６号墳
図３.３　吉備における口縁部突帯を有する埴輪
表３.１　造山古墳と周辺古墳の円筒埴輪要素表
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　このように、口縁部突帯を有しないことや底部高の高い一群が存在することなど、作山古墳とその
周辺の円筒埴輪は造山古墳とその周辺の古墳群にみられる埴輪群の特徴と異なる点もあり、両者を一
律に扱うことはできない。
　造山古墳周辺では、そのほかの特徴として前池内古墳群大溝１、折敷山古墳から２条突帯の円筒埴
輪が出土していることも重要である。２条突帯の円筒埴輪は最小規格の小型品である。この最小規格
の円筒埴輪を出土した前池内古墳群は小方墳、折敷山古墳は吉備地域最大級の方墳の一つであるが、
いずれも墳形が方墳であることは見逃せない。造山古墳周辺の口縁部突帯を有する円筒埴輪は多条多
段の大型品の存在を示唆するものであり、造山古墳周辺では墳形や規模に応じた円筒埴輪の規格の使
い分けをしていたと想定される。
⑵　畿内における口縁部突帯を有する円筒埴輪
　それでは、造山古墳周辺に分布する口縁部に突帯をめぐらせる資料の意義を考えるため、畿内の資
料についてみておきたい。
　この種の口縁部に突帯をめぐらせる円筒埴輪（棺を含む）は畿内、とりわけ古市古墳群において顕
著にみられることが知られており、そのほかにも京都府久津川古墳群、奈良県佐紀盾列古墳群などに
おいても確認されている。一方、古市古墳群と並ぶ大阪府堺市百舌鳥古墳群ではこの種の口縁部は盛
行しないことが指摘されている（十河2003）。
　古市古墳群では、その形成の嚆矢となる津堂城山古墳の段階で既に存在しており、その後も誉田山
古墳、市野山古墳、岡ミサンザイ古墳などの大型前方後円墳のほか、はざみ山古墳、峯ヶ塚古墳、栗
塚古墳、土師の里８号墳など、中小の前方後円墳や周辺の小古墳にも認められる。また、市野山古墳
に後続する岡ミサンザイ古墳では、口縁部突帯を有する資料のほか、大型円筒埴輪の口唇部をヨコナ
デし、口縁部突帯と同程度の幅でハケメをなで消す資料が認められる。これは口唇部のハケメをなで
消すことにより口縁部突帯を表現したものとみることもできる。その場合、突帯の貼り付け・整形工
程を省略したものと評価でき、古市古墳群における継続的な生産のなかで型式的な変化をたどること
が可能な要素と位置づけることもできよう。
　以上、口縁部に突帯をめぐらせる円筒埴輪は、その分布密度や出土量、長期にわたる継続的な生産
などから、古市古墳群の円筒埴輪を特徴づける要素の一つとして考えることができる。
図３.４　造山２号墳・作山古墳の円筒埴輪における底部高・底部径の関係
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⑶　特製棺の採用
　口縁部突帯を有する資料のうち、前池内８号墳、甫崎天神山６号墳の２例は特製棺である。これら
の棺を古市古墳群の土師の里８号墳例と比較したところ、いずれも多条多段の構成であり、突帯間の
幅、法量なども類似している。吉備ではこの２例のような大型の円筒埴輪は確認されておらず、特製
棺として製作されたものとみられる。
　造山古墳周辺では、この２基の特製棺のほかにも、小山ヶ谷古墳、道金山、半俵３号墳、西山26号
墳で特製棺が出土している。これらは造山古墳の周囲に展開する小古墳におさめられたものであり、
造山古墳を頂点とする重層的な階層構造を有する古墳群の一部を構成するものとなっている。
　このような重層的な階層構造をもつ古墳群としては、京都府久津川古墳群がある。久津川古墳群は、
久津川車塚古墳を頂点とし、周囲に陪塚や埴輪棺を有する古墳が取り巻くように配置されている。ま
た、口縁部突帯を有する円筒埴輪、多条多段の構成で作られた特製棺を有しており、その内容は造山
古墳群によく似るものである。
⑷　まとめ
　造山古墳と周辺の古墳群では、埴輪生産技術において窖窯焼成や外面調整法に新たな技術を取り入
れている。円筒埴輪の形態では、口縁部突帯をめぐらせる一群は古市古墳群の影響下にもたらされた
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図３.５　古市古墳群における口縁部突帯を有する埴輪
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ものと考えられる。また、多条多段の大型品に復元可能な口縁部突帯をめぐらせる円筒埴輪と、方墳
から出土した２条突帯円筒埴輪の存在から、造山古墳周辺の円筒埴輪は墳形や規模に応じた規格性が
あることが想定される。円筒埴輪以外にも、長大な円筒形を呈する特製棺が周辺古墳群から検出され、
葬法においても畿内の影響を受けていることを見出すことができる。
　円筒埴輪の規格や用い方、棺の用い方など、造山古墳と周辺の古墳群では、造山古墳を頂点とする
重層的な階層構造が一貫してみうけられる。このようなあり方から、造山古墳とその周辺の古墳群の
形成には古市古墳群の多大な関与があったものと考えられる。一方、作山古墳については今後の検討
が必要となろう。
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